
手
て

足
あし

口
くち

病
びょう

やヘルパンギーナは、夏
なつ

に多
おお

く発
はっ

生
せい

し、乳
にゅう

幼
よう

児
じ

だけではなく、小
しょう

学
がく

生
せい

もよくかかる感
かん

染
せん

症
しょう

です。

　

手て

足し
あ

口ち
く

病

手て

や
ら
ひ
の

足し
あ

に
ど
な

小い
ち

て
く
さ

赤か
あ

が
」
つ
ぶ
つ
ぶ
「
い

現わ
ら
あ

口ち
く

の
中か

な

に
白ろ

し

が
」
つ
ぶ
つ
ぶ
「

発
生い

せ

熱つ
ね

が
出で

る
あ
も
と
こ
る

感ん
か

染ん
せ

症

　

熱つ
ね

の
ど
の
や

痛た
い

が
み

出で

手て

足し
あ

口ち
く

病
と
同う

ど

様う
よ

口ち
く

の
中か

な

に
小い

ち

て
く
さ

白く
は

色
の

る
き
で
が
」
つ
ぶ
つ
ぶ
「

感ん
か

染ん
せ

症

　

も
ら
ち
ど

夏つ
な

が
と
こ
る
か
か
に

多お
お

い
感ん

か

染ん
せ

症

に
め
ま
こ

石

を
ん
け

使か
つ

手て

洗ら
あ

予よ

防う
ぼ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

手足口病・ヘルパンギーナの主な症状

口
くち

の中
なか

の「ぶつぶつ」が痛
いた

くても、水
すい

分
ぶん

をしっかりとと

ることが大
たい

切
せつ

です。

熱
ねつ

が下
さ

がって元
げん

気
き

になれば、「ぶつぶつ」が残
のこ

っていて

も、学
がっ

校
こう

に登
とう

校
こう

できます。

安静にする
手や足に赤い「ぶつぶつ」ができる（手足口病）

口（くちびる）の周りに赤い
「ぶつぶつ」ができる（手足口病）

のどに痛みが出る
（手足口病・ヘルパンギーナ）

口の中に白い「ぶつぶつ」ができる
（手足口病・ヘルパンギーナ）

高熱が出る（ヘルパンギーナ）
発熱することがある（手足口病）

熱が下がる

水分をとる

かかったときの対応
（手足口病・ヘルパンギーナ共通）

登校することができるのは……
（手足口病・ヘルパンギーナ共通）

原因となるウイルス

エンテロウイルス

など

いくつものウイルスが原
げん

因
いん

となるため、くり返
かえ

し

かかる場
ば

合
あい

があります。

感染者の飛まつ（せきやくしゃ

みなどで飛ぶつばのしぶき）や

便の中にいて、そこから、ほか

の人にウイルスが感染します。

原因となるウイルスは
いくつもあります。症
状から「手足口病」や
「ヘルパンギーナ」と
診断されます。

学校感染症
シリーズ ①手足口病・ヘルパンギーナ

小学保健ニュース Ⓒ少年写真新聞社2020年



アデノウイルスの感
かん

染
せん

によって起
お

こる症
しょう

状
じょう

にはさまざまなものがあり、熱
ねつ

があるかどうかや、目
め

の症
しょう

状
じょう

などで病
びょう

名
めい

が診
しん

断
だん

されます。

　

が
ス
ル
イ
ウ
ノ
デ
ア

原ん
げ

因ん
い

で
起お

る
こ

感ん
か

染ん
せ

症

流
行う

こ

性い
せ

角く
か

結つ
け

く
ま

炎ん
え

と

ん
い

頭う
と

結つ
け

く
ま

熱つ
ね

　

流
行う

こ

性い
せ

角く
か

結つ
け

く
ま

炎ん
え

目め

と
」

呼よ

る
れ
ば

感ん
か

染ん
せ

症

目め

血つ
け

目め

が
に
や

出で

の
ど
な
る

症
状
が
起お

　

ん
い

頭う
と

結つ
け

く
ま

熱つ
ね

熱つ
ね

も
と」

呼よ

長が
な

い
期き

間ん
か

熱つ
ね

が
出で

る
感ん

か

染ん
せ

症

人と
ひ

の
へ

感ん
か

染ん
せ

力
も
強よ

つ

登う
と

校う
こ

い
な
き
で

場ば

合い
あ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

アデノウイルス感染症（流行性角結まく炎・いん頭結まく熱など）の症状

目
め

をさわった手
て

からほかの人
ひと

に感
かん

染
せん

しやすいので、感
かん

染
せん

の拡
かく

大
だい

を防
ふせ

ぐためにも、こまめに手
て

を洗
あら

いましょう。

アデノウイルスは感
かん

染
せん

力
りょく

が強
つよ

いため、症
しょう

状
じょう

が長
なが

引
び

いて、

登
とう

校
こう

できない期
き

間
かん

が1
とおか

0日以
い

上
じょう

になることもあります。

安静にする

流行性角結まく炎→医師の許可が出たら

いん頭結まく熱→治ってから、２日過ぎた後

目やにが出る
（流行性角結まく炎・いん頭結まく熱）

まぶたのはれ・じゅう血
（流行性角結まく炎・いん頭結まく熱）

発熱（いん頭結まく熱）

なみだがたくさんこぼれる
（流行性角結まく炎・いん頭結まく熱）

目の強いかゆみ・痛み
（流行性角結まく炎・いん頭結まく熱）

ほかにも

目をさわったら
すぐに手を洗う

かかったときの対応

登校することができるのは……

原因となるウイルス

アデノウイルス

手
て

洗
あら

いやうがい、感
かん

染
せん

者
しゃ

とのタオルの共
きょう

用
よう

をさ

けることなどが感
かん

染
せん

の予
よ

防
ぼう

につながります。

アデノウイルスは、発熱や目やの
どの炎症だけではなく、肺や胃腸
などでも炎症を起こすことがあり
ます。しかも感染力が強く、感染
者が使ったタオルを共用すること
で、感染することがあります。

・のどの痛み（いん頭結まく熱）

・気管支炎

・肺炎

・胃腸炎

・赤いおしっこが出る 

（  急性出血性ぼうこう炎） など

アデノウイルス８、19、
37、53、54、56 型など

もう登校

していい

ですよ

１日後

休
み

休
み

２日後 ３日後

アデノウイルス３型など

流行性角結まく炎

いん頭結まく熱

学校感染症
シリーズ ②アデノウイルスによる感染症

Ⓒ少年写真新聞社2020年



顔
かお

の皮
ひ

ふの赤
あか

みだけが出
で

て、うでや太
ふと

ももの皮
ひ

ふの赤
あか

みは出
で

ない場
ば

合
あい

があります。また、皮
ひ

ふの赤
あか

みが出
で

る前
まえ

に、少
すこ

し熱
ねつ

やだ

るさ、関
かん

節
せつ

痛
つう

が出
で

ることがありますが、赤
あか

くなる症
しょう

状
じょう

が出
で

るころには治
おさ

まり、皮
ひ

ふの赤
あか

みも１週
しゅう

間
かん

前
ぜん

後
ご

で消
き

えていきます。

　

伝ん
で

染ん
せ

性い
せ

紅う
こ

Ｂ
ス
ル
イ
ウ
ボ
ル
パ
ト
ヒ
は
ん
は

19
が

原ん
げ

因ん
い

で
起お

赤か
あ

る
れ
は
く

症
状

ご
ん
り
「

病

も
と
」

呼よ

る
れ
ば

感ん
か

染ん
せ

症

　

伝ん
で

染ん
せ

性い
せ

紅う
こ

や
お
ほ
る
よ
に
ん
は

体だ
ら
か

の
赤か

あ

一
週
間ん

か

前ん
ぜ

後ご

で
消き

一ち
い

度ど

感ん
か

染ん
せ

た
し

後と
あ

に

再た
た
ふ

び
感ん

か

染ん
せ

　

赤か
あ

が
れ
は
い

出で

は
き
と
る
い
て

感ん
か

染ん
せ

力
も

弱わ
よ

体い
た

調

学
校う

こ

に

登う
と

校う
こ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

伝染性紅はん（りんご病）の症状

大
おとな

人になってから（特
とく

におなかに赤
あか

ちゃんがいるときに）

感
かん

染
せん

すると、重
じゅう

症
しょう

化
か

することがあります。

ほおなどが赤
あか

くはれる症
しょう

状
じょう

が出
で

るころにはウイルスの力
ちから

も

弱
よわ

まっているので、体
たい

調
ちょう

がよければ登
とう

校
こう

できます。

特になしほお全体がはっきりと赤くなる

うでや太ももが
あみ目状に赤くなる

全身の状態がよければ登校可能

かかったときの対応

登校することができるのは……

原因となるウイルス

ヒトパルボウイルスB19

ヒトパルボウイルスは、感
かん

染
せん

しても症
しょう

状
じょう

が出
で

な

いまま、めんえきができることもよくあります。

ヒトパルボウイルスは、一度

感染すると、体にめんえきが

できるので、伝染性紅はん（り

んご病）は二度かかることが

ありません。

いってき

ます！

学校感染症
シリーズ ③伝染性紅はん（りんご病）

小学保健ニュース Ⓒ少年写真新聞社2020年



インフルエンザは、高
こう

熱
ねつ

などの症
しょう

状
じょう

が急
きゅう

に出
で

て、何
なん

日
にち

も続
つづ

くのが特
とく

徴
ちょう

です。また、何
なに

もせずにその状
じょう

態
たい

が長
なが

引
び

くと、別
べつ

の細
さい

菌
きん

にも感
かん

染
せん

し、重
じゅう

症
しょう

化
か

して、中
ちゅう

耳
じ

炎
えん

や肺
はい

炎
えん

などを起
お

こすことがあります。

　

急
な
高う

こ

熱つ
ね

や
体だ

ら
か

や
き
せ

鼻な
は

水ず
み

頭ず

痛う
つ

や
関ん

か

節つ
せ

の
痛た

い

の
ど
な
み

症
状
が

も
り
よ
ぜ
か

激げ
は

長が
な

く
続づ

つ

　

感ん
か

染ん
せ

力
が
強よ

つ

少こ
す

つ
ず
し

変ん
へ

化か

し
続づ

つ

毎い
ま

年し
と

流
行う

こ

学
校う

こ

が
休
校う

こ

　

予よ

防う
ぼ

法う
ほ

手て

洗ら
あ

の
ク
ス
マ

着
用う

よ

予よ

防う
ぼ

接
種
を

受う

重
症
化か

を
防せ

ふ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

インフルエンザの症状

熱
ねつ

を下
さ

げる薬
くすり

やインフルエンザを治
ち

りょうする薬
くすり

を飲
の

むとき

は、必
かなら

ず医
い

師
し

に相
そう

談
だん

してから飲
の

みましょう。

早
はや

く熱
ねつ

が下
さ

がっても、ウイルスが体
からだ

に残
のこ

っているので、症
しょう

状
じょう

が出
で

てから５
いつか

日過
す

ぎないと登
とう

校
こう

できません。

安静にする

発症（発熱）した後５日を経過し、
かつ熱が下がった後２日を過ぎたら

せき・くしゃみ

高熱が急に出る

頭　痛

鼻水・鼻づまり

体がだるくなる

ほかにも

水分（スポーツ飲料・
経口補水液）をとる

かかったときの対応

登校することができるのは……

原因となるウイルス

インフルエンザウイルス

Ａ型
がた

とＢ型
がた

のウイルスは、毎
まい

年
とし

少
すこ

しずつ形
かたち

が

変
へん

化
か

するため、毎
まい

年
とし

感
かん

染
せん

することもあります。

インフルエンザウイルスは、
現在Ａ・Ｂ・Cの３つの型が
あります。Ｃ型は症状が軽く、
高熱などの重い症状を起こす
のはＡ型とＢ型です。

・のどの痛み

・関節、筋肉の痛み

・強い寒気

・熱性けいれん

・中耳炎　・気管支炎　・肺炎

・脳症  など

例① 発熱して２日目に熱が下がったとき

登校可能

登校可能

発熱

発熱

１日後

１日後

５日後

５日後

６日後

６日後 ７日後

２日後

２日後

３日後

３日後

４日後

４日後

例② 発熱して４日目に熱が下がったとき

休み

休み

休み 休み

休み

学校感染症
シリーズ ④インフルエンザ

特定鳥インフルエンザおよび

新型インフルエンザ等感染症

を除く

Ⓒ少年写真新聞社2020年



耳
じ

下
か

せんのはれは、片
かた

側
がわ

だけに出
で

ることもあります。また、頭
ず

痛
つう

や腹
ふく

痛
つう

、音
おと

が聞
き

こえづらいなどの症
しょう

状
じょう

が出
で

るときもあり、そ

の場
ば

合
あい

はすぐに病
びょう

院
いん

に行
い

きましょう。

　

流
行う

こ

性い
せ

耳じ

下か

ん
せ

炎ん
え

も
と
」
ぜ
か
く
ふ
た
お
「
は

呼よ

耳み
み

の
下た

し

の
ご
あ
や

近か
ち

が
く

赤か
あ

熱つ
ね

が
出で

る
感ん

か

染ん
せ

症

　

感ん
か

染ん
せ

力
が
強よ

つ

症
状
が
出で

ら
か
て

五
か
つ
い

日
過す

体い
た

調

は
で
ま
る
な
く
よ
が

登う
と

校う
こ

　

の
か
ほ

重も
お

い
症
状
も
起お

頭ず

痛う
つ

激げ
は

き
は
い
し

気け

と
腹く

ふ

痛う
つ

音と
お

が
聞き

る
な
く
く
に
え
こ

の
ど
な

症
状
が
出で

病
院ん

い

て
み
で

う
ら
も

必つ
ひ

要う
よ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

流行性耳下せん炎（おたふくかぜ）の症状

食
しょく

事
じ

の際
さい

に、耳
じ

下
か

せんなどからだ液
えき

が出
で

ると痛
いた

みが増
ま

すの

で、水
すい

分
ぶん

が多
おお

くやわらかいものを食
た

べましょう。

学
がっ

校
こう

で感
かん

染
せん

が広
ひろ

がらないように、症
しょう

状
じょう

が治
おさ

まり、症
しょう

状
じょう

が出
で

てから５
いつか

日過
す

ぎた後
あと

という条
じょう

件
けん

がついています。

耳
じ

下
か

せん・がっ下
か

せんはだ液
えき

を出
だ

す

働
はたら

きをになっています。

このような症
しょう

状
じょう

が少
すこ

しでもあるとき

は注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。

安静にする 水分が多くやわら
かい食べ物をとる

耳下せん、がっ下せんが赤くはれて、ふくらむ

ほかの症状

耳下せん・がっ下せんの位置

症状が出た後５日を経過し、
かつ全身の状態がよければ登校可能

かかったときの対応

登校することができるのは……

原因となるウイルス

ムンプスウイルス

ムンプスウイルスは、強
つよ

い感
かん

染
せん

力
りょく

を持
も

ってい

ますが、一
いち

度
ど

感
かん

染
せん

するとめんえきができます。

ムンプスウイルスは飛まつ（せ

きやくしゃみなどで飛ぶつばの

しぶき）や飛まつにふれた手を

通じて、ウイルスが鼻や口から

入って感染します。感染しても

症状が出ないこともあります。

症状が出る １日後

ずいまく炎

がっ下せん
耳下せん

難ちょう

急性すい炎

精そう炎

・頭痛

・はき気

音が聞こえ

づらくなる

・腹痛

・はき気

・強い痛み

（丸で囲んだ
 部分）

２日後 ３日後

４日後 ５日後 ６日後

（体調が
よければ）

登校可能

学校感染症
シリーズ ⑤流行性耳下せん炎（おたふくかぜ）

小学保健ニュース Ⓒ少年写真新聞社2021年



最
さい

初
しょ

に赤
あか

いぽつぽつが数
すう

個
こ

できて、かさぶたになりますが、その間
あいだ

に次
つぎ

つぎと新
あたら

しい赤
あか

いぽつぽつが全
ぜん

身
しん

にわたって出
しゅつ

現
げん

し、

強
つよ

いかゆみが出
で

ますが、治
ち

りょう薬
やく

を使
つか

うことで、症
しょう

状
じょう

を軽
かる

くすることができます。

　

水い
す

（
う
と

水ず
み

赤か
あ

が
つ
ぽ
つ
ぽ
い

全ん
ぜ

身ん
し

強よ
つ

も
み
ゆ
か
い

起お

の
そ

後ご

感ん
か

染ん
せ

症

　

小
学
校う

こ

に
入い

は

る
前え

ま

に
予よ

防う
ぼ

接
種
を
受う

も
て
い
て
け

感ん
か

染ん
せ

赤か
あ

が
つ
ぽ
つ
ぽ
い

出で

も
て

症
状
は
軽る

か

く
済す

　

感ん
か

染ん
せ

力

も
て
と
が

強よ
つ

赤か
あ

が
つ
ぽ
つ
ぽ
い学

校う
こ

は
に

登う
と

校う
こ

導
指
　

院
病
会
師
医
区
橋
板

 

科
児
小

 

学
大
都
東
／
長
部

 

授
教
員
客

　

辺
渡

 

樹
直

 

生
先

水とう（水ぼうそう）の症状

皮
ひ

ふをかきこわすと、傷
きず

ついた皮
ひ

ふから細
さい

菌
きん

が入
はい

って傷
きず

口
ぐち

が

ただれ、あとが残
のこ

ることがあります。

感
かん

染
せん

力
りょく

が非
ひ

常
じょう

に強
つよ

いため、全
ぜん

身
しん

の赤
あか

いぽつぽつがすべてか

さぶたになるまでは、登
とう

校
こう

できません。

安静にする 皮ふをかきこわさない水をふくんだ赤いぽつぽつが全身にできて、かさぶたになる

かかったときの対応

登校することができるのは……

原因となるウイルス

水とう・帯状ほうしんウイルス

近
きん

年
ねん

は、乳
にゅう

幼
よう

児
じ

のときに受
う

ける予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

に

よって、重
じゅう

症
しょう

化
か

がおさえられています。
赤
あか

いぽつぽつ（発
ほっ

しん）は数
すう

日
じつ

たつ

と、かさぶたになっていきます。

空気感染もする非常に感染力
の強いウイルスで、大人に
なって初めて感染すると、重
症化しやすくなります。また、
感染後も体内に残り、「帯状
ほうしん」と呼ばれる病気を
起こすことがあります。

数日後

赤いぽつぽつ

（発しん）

かさぶた強いかゆみ

赤いぽつぽつ（発しん）が、すべてかさぶたになったら

学校感染症
シリーズ ⑥ 水とう（水ぼうそう）

Ⓒ少年写真新聞社2021年
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